
〜 年 ⽉ ⽇

（対象者数） 0 （回答者数） 0

〜 年 ⽉ ⽇

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
⼦どもたちの成⻑を喜び合えるような、保護者や園との関
係づくりをすることで、家庭や園にも視覚⽀援や構造化に
取り組んでもらえるようにする。

2

コミュニケーション⽀援の研修等を⾏い、スタッフのスキ
ルアップを図っていく。
家庭でのコミュニケーションにも⽣かしていただけるよう
に、できたことについて⼀緒に喜べるような家庭との関係
づくりをしていく。

3 ミーティング時間の確保をし、⼦どもたちの困り感にス
ピーディーに対応していく。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1 保護者さまのニーズを聞き取って考えていきたい。

2

事業所評価のアンケートから、保護者とスタッフの研修会
を参加された⽅以外は、記憶にないない⽅がおられること
が分かったので、お便りなどでお知らせをし、周知してい
きたいと思う。

3 お便りやフェイスブックなどで報告や周知ができるように
していきたいと思う。

・放課後児童クラブや児童館との交流や障害がない⼦どもと
活動する機会
・地域交流の機会

積極的な交流の場は、保護者様から『交流を望んでいない』
という声もあり、保育園との併⽤のことが多かったため、今
後も積極的には考えていない。園との併⽤などがないお⼦様
の利⽤の場合に、保護者様との相談の上、考えていこうと思
う。

⽗⺟の会の活動の⽀援や、保護者会等の開催等により保護者
同⼠の連携を⽀援する

働く親御さんが多いこともあり、保護者会などは求められて
いない現状がある。年に１回程度、保護者とスタッフの勉強
会として研修や⾒学会などを開いている。

避難訓練の周知
年２回の避難訓練を⾏っているが、たまたま訓練の⽇のご利
⽤でない⽅への報告ができていない。

＊表出コミュニケーション・理解（受容）コミュニケーショ
ンのバランスを考えて⽀援できている。
コミュニケーションや視覚⽀援に⼒を⼊れて取り組んでお
り、⼀⼈ひとりのスケジュールや各コーナーでのリクエスト
ボードなどがあり、使っている。

⼀⼈ひとりに合わせたスケジュールを⽤意している。
「やりなさい」というスケジュールではなく「じぶんの」ス
ケジュールになるよう、リクエストや交渉などのコミュニ
ケーション⽀援を取り⼊れたスケジュールになっている。
各コーナーにPECSリクエストボードがあり、それを使った
やり取りができている。

＊活動がわかりやすいコーナーづくりができている。
フロアでの作りだが、１０のコーナーを作り、トラジッショ
ンコーナーからそれぞれが⾒渡せ、移動がしやすい作りにし
ている。

チームでのミーティングを重ね、必要に応じて再構造化をく
りかえし、常に⼦どもたちの使いやすさやわかりやすさを追
及している。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

＊こどもたちのできるわかるがたくさん⽤意できている。
ひとりひとりの「できる」「わかる」を⾒つけ、得意を使っ
て苦⼿をカバーする⽅法を考えている。

⽇常的におもちゃをつかったアセスメントをし、⾃⽴課題や
⽣活やコミュニケーションのアイテムなどに反映し、⾃分で
「できる」「わかる」がたくさんある活動を作っている。う
まくできない場⾯では得意なことを使った再構造化を⾏って
「できる」になるための⼯夫をしている。

○事業所名 児童デイサービス ピピ２

○保護者評価実施期間 年 ⽉ ⽇

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025年 3⽉ 25⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2025年 3⽉25 ⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

事業所における⾃⼰評価総括表公表


